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　元号が「平成」から「令和」に変わった昨年、日本各地で自然災
害が発生し、特に台風15号、19号は私たちの生活に大きな爪
痕を残しました。農業も例外ではなく、強風によるビニールハ
ウスの倒壊や、洪水による水害などの被害は甚大なものでした。
世界に目を転じると、米中貿易摩擦、EUにおけるBrexitなど多
くの不透明な動きが相次ぎ、経済の安定に影を落としています。
一方、2027年の横浜での国際園芸博覧会の開催が内定するな
ど、私たち種苗業者にとってうれしいニュースもありました。
　このような背景のなか、当社グループの第２四半期連結累計
期間における業績は、造園緑花分野は増収となったものの、海
外卸売事業が円高の影響を受け減収となったほか、国内卸売事
業と小売事業も減収となり、売上高は前年同期比を下回りました。
　なお、公表しておりました同連結累計期間の業績予想との比
較においては、売上高は予想を下回ったものの、各利益項目は
予想を上回りました。
　下半期に向けて、グループが一丸となり、業績向上に向けて
まい進してまいりますので、ご指導ご鞭撻のほど、何とぞよろ
しくお願い申し上げます。

2020年2月

株主の皆さまにおかれましては、平素から格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
ここに当社グループ第79期第2四半期累計期間の業績ならびに
通期の見通しについてご報告いたします。

代表取締役社長
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一粒のタネに託された情熱

スローガン

売上高 営業利益

事業部別売上高構成比

経常利益

親会社株主に帰属する当期純利益 一株当たり配当金

1913年の創業から現在に至るまで、時代背景は変わっても
常に変わることがないのは、私たちの「タネにかける情熱」です。
この情熱こそが、100年以上脈々と続いてきたサカタのタネのDNA。
それが当社のグループスローガンである「PASSION in Seed」です。

すぐれた花・野菜品種の開発を通し、
世界の人々の生活文化向上に貢献する
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親会社株主に
帰属する
四半期純利益
3,561

売上高
29,135

当第2四半期
2019年6月1日から2019年11月30日まで

売上高
28,668 売上原価　11,612

販売費及び一般管理費　13,215

営業利益
3,840

営業外収益
601

営業外費用
131

経常利益
4,310

特別利益
37

特別損失
18 税金等

調整前
四半期純利益
4,329

法人税等
1,213

四半期
純利益
3,115

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
3,097

前第2四半期
2018年6月1日から2018年11月30日まで

非支配株主に
帰属する
当期純利益
25

非支配株主に
帰属する

四半期純利益
17

流動資産
71,848

固定資産
52,906

負債・純資産合計
124,754
負債
22,410

純資産
102,344

資産合計
122,425

流動資産
71,936

固定資産
50,488

流動負債
14,913
固定負債
6,628

前期
2019年5月31日現在

負債・純資産合計
122,425

現金及び
現金同等物
の期首残高
12,173

現金及び
現金同等物

に係る
換算差額
△319

投資活動による
キャッシュ・フロー

△1,206

営業活動による
キャッシュ・フロー
3,053

現金及び
現金同等物
の四半期末残高
13,477

財務活動による
キャッシュ・フロー
△222

当第2四半期
2019年11月30日現在

前期
2019年5月31日現在

当第2四半期
2019年11月30日現在

当第2四半期
2019年6月1日から2019年11月30日まで

純資産
100,883

負債
21,542 流動負債

14,870
固定負債
7,539

資産合計
124,754

四半期連結損益計算書の概要

四半期連結貸借対照表の概要  四半期連結キャッシュ・フロー計算書の概要

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）

連結損益計算書
売上高は前年同期比1.6％減の286億68百万円、営
業利益は前年同期比0.1％減の38億40百万円、経
常利益は前年同期比0.2%増の43億10百万円、そ
して親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同
期比13.0%減の30億97百万円となりました。

POINT

（単位：百万円）

（単位：百万円）

連結貸借対照表
総資産は主に商品及び製品の増加により前年度末比23億29
百万円増の1,247億54百万円、負債は主に固定負債のその
他の増加により前年度末比８億67百万円増の224億10百万
円となりました。純資産は主に利益剰余金の増加により前年
度末比14億61百万円増の1,023億44百万円となりました。

※税効果会計に係る会計基準一部改正により遡及適用後の数値を記載しております。
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役員 （2019年11月30日現在） 会社の概要 （2019年11月30日現在）

商 号

英 文 社 名
創 業 年 月 大正 2 年（1913年）  7月
設 立 年 月 昭和17年（1942年）12月
資 本 金 135億円
本 社 横浜市都筑区仲町台二丁目7番1号
従 業 員 数 658名（連結2,463名）

発行可能株式総数 � 104,000,000株
発行済株式の総数 � 47,410,750株
株 　 主 　 数 � 20,751名

大　株　主

株式の状況 （2019年11月30日現在）

株 主 名 持株数（株） 持株比率（％）

有 限 会 社 テ ィ ー エ ム 興 産 7,607,996 17.04

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,646,000 5.92

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,627,000 5.88

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,000,000 4.48

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,990,760 4.45

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 1,119,400 2.50

株 式 会 社 横 浜 銀 行 744,047 1.66

キ ッ コ ー マ ン 株 式 会 社 678,000 1.51

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 651,000 1.45

丸 一 鋼 管 株 式 会 社 600,200 1.34

・�当社は、自己株式2,774,094株を保有しておりますが、上記10位からは除いております。
・�持株比率は、自己株式（2,774,094株）を控除して計算しており、小数第3位以下を 

切り捨てて表示しております。
・�自己株式には、「株式給付信託（BBT）」に基づき資産管理サービス信託銀行株式会社（信託

E口）が所有する当社株式（38,700株）を含んでおりません。

代 表 取 締 役 社 長 坂　田　　　宏

常 務 取 締 役 内　山　理　勝

常 務 取 締 役 加々美　　　勉

常 務 取 締 役 本　田　秀　逸
取 締 役
上 席 執 行 役 員 宇治田　明　史
取 締 役
上 席 執 行 役 員 黒　岩　和　郎
取 締 役
上 席 執 行 役 員 古　木　利　彦
取 締 役（ 社 外 ） 菅　原　邦　彦
取 締 役（ 社 外 ） 井　原　芳　隆
取 締 役（ 社 外 ） 尾　崎　行　正
常 勤 監 査 役 遠　田　光　雄
監 査 役（ 社 外 ） 沼　田　安　功
監 査 役（ 社 外 ） 坊　　　昭　範

上 席 執 行 役 員 中　井　智　二
上 席 執 行 役 員 米　本　丈　夫
上 席 執 行 役 員 齋　藤　弘　佳
執 行 役 員 黒　木　達　司
執 行 役 員 三　浦　高　明
執 行 役 員 高　宮　　　全
執 行 役 員 土　門　賢　一
執 行 役 員 榎　本　真　也
執 行 役 員 川　村　　　学
執 行 役 員 小　津　聡　子
執 行 役 員 星　　　武　徳
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TOPICS

2021～
芝生関連事業の需要の増加
日本でのラグビーのプロ化

期待される環境要因へ積極的にアプローチし、着実な成長へ

2020
花需要の増加
東京オリンピック
パラリンピック

2027
大規模植栽の需要の増加
横浜国際園芸博覧会（予定）

インバウンド需要
リゾート、テーマパークでの緑花ニーズの高まり

＞

造園緑花事業への取り組み

サカタのタネ グリーンサービス株式会社の強み

　当社の成長戦略に含まれる「各地域における健全な収益構造の構築と重点戦略の推進」において重要な施策となる 
「造園緑花事業」実現のため、2018年4月「サカタのタネ グリーンサービス株式会社」を設立しました。
　同社は当社の主力事業である種苗および農園芸商材の販売と、事業環境が大きく異なる造園緑花事業をさらに円滑に
展開するために、当社の造園緑花事業を移管し、また、経験豊富な従業員が移籍し、子会社として発足いたしました。 
その結果、より機動的に業務を展開し、戦略を着実に実行することが可能になりました。

サカタのタネ グリーンサービス株式会社 のご紹介

会社概要
■ ■ 社名　�サカタのタネ グリーンサービス株式会社
　　　　 Sakata Green Service Co., Ltd.
■ ■ 代表取締役社長　岩井 雅彦
■ ■ 所 在 地　横浜市都筑区仲町台
■ ■ 設　　立　2018年４月12日
■ ■ 従業員数　約130名
	

今後の展望

1. 「フローラスケープ」 2. 一気通貫のサービス 3. 安定的な経営基盤

　当社の資材部門が開発した「サカ
タGB」という特別な肥料や植え替え
のタイミングの提案により、お客様
にとってベストな時期に満開にさせ
ることができました。

　植物のプロとしての企画力と技術
力を駆使し、企画、施工、管理、サービ
スと一気通貫で行っております。「経
年優化」の発想や「ストーリー性」の
ある企画が好評を博しております。

　指定管理者事業を強みとする日産ク
リエイティブサービスのグリーンサー
ビス事業を統合し、指定管理者事業が
業務の2本目の柱に。安定的な経営基
盤を構築しました。

富士本栖湖リゾート（山梨） 三井不動産レジデンシャル
パークホームズ横濱中川

神奈川県立相模原公園
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1974年7月、当社では経営陣の交代が行われ、86歳の武雄が社長を退いて代表
取締役会長となり、後任の代表取締役社長に代表取締役専務の正之が就任した。

正之社長は1916年12月1日に東京で生まれ、東京帝国大学法学部へ進学。 
卒業後、日本興業銀行に入行したが、
1949年4月、父の武雄に請われて 

坂田種苗に入社した。6月から専務として総務・人事・経理
の管理畑を中心に当社の近代化と合理化に多大な寄与を
した。研究・生産・販売・管理の「四本柱」の経営を主張した
正之は、経営者として頭角を現し、1960年に代表取締役 
専務となる。

就任後、卸売営業の体制を強化
する一環として、「白河出張所」を開設。さらに1976年1月には「岡山出張所」、
1980年10月には「札幌営業所」を開設、この地域でも業績を伸ばすことになった。

サカタのタネ ルーツを探る！

坂田正之

各地に営業所を開設し、卸売営業を強化

物 語 4 - 前 編 ・ 1974〜1980

白河出張所地鎮祭の様子

岡山出張所で開かれた坂田武雄の
米寿と金婚を祝う会

札幌営業所岡山出張所

温故知

1976

1980

1974
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〒224-0041　横浜市都筑区仲町台2-7-1
TEL 045-945-8800㈹

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

（ご注意）
株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつき
ましては、口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご
注意ください。なお、未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀
行の本支店でお支払いたします。

事 業 年 度
配 当 金 受 領 
株 主 確 定 日
定 時 株 主 総 会
株主名簿管理人
特 別 口 座 の 
口 座 管 理 機 関
同 連 絡 先 
 

 
 
 

上場証券取引所
公 告 の 方 法

6月1日〜翌年5月31日
期末　  5月31日　 
中間　11月30日
毎年8月下旬
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部 
東京都府中市日鋼町1-1 
電話0120-232-711（通話料無料）
郵送先  
〒137-8081  
新東京郵便局私書箱第29号 
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京証券取引所（証券コード 1377）
日本経済新聞

株 主 メ モ 当社では、株主の皆さまはもとより、
お客様の満足度向上を目指し、

「お客様相談室」を設けております。
お客様相談室

TEL 045-949-8137
（受付時間：平日  午前9時〜午後5時）

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

株主の皆さまの声をお聞かせください

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード  1377 いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-6779-9487（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なし
にこれ以外の目的に使用することはありません。 （1809）

当社株式の証券口座への振替がお済みでない株主様へのご案内
株券電子化（2009年1月5日実施）の際に、証券保管振替機構に預託されなかった株式は、特別口座にて管理されております。 
証券会社等の口座へお振替されることをおすすめしております。

特 別 口 座 の
口座管理機関
及 び 連 絡 先  

所有している株式が特別口座で
管理されているかどうか、わか

らないのですが、どのように確認し
たらよいですか。

下記「特別口座の口座管理機関」 
までお問い合わせください。

特別口座で管理されている株式
を証券口座に振替えなかった場

合、どのようになるのですか。

特別口座で管理されている株式は、 
単元未満株式の買取等を除き、 

売買等の手続きができません。振替手続
きの詳細は、下記までお問い合わせくだ
さい。

特別口座で管理されている株式
数が100株未満です。証券口座

に振替手続きを行っても、市場で売
却することができないのですが。

単元未満株式（1～99株）をご所
有の株主様には、市場で売却す

ることができませんが、当社にて買
取らせていただく制度がございます。
下記までお問い合わせください。

口座管理機関：東京都千代田区丸の内一丁目4番5号   三菱UFJ信託銀行株式会社
連 絡 先：電話 0120-232-711（通話料無料）
　　　　　　  〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部


